
瀬瀬  戸戸  内内  海海  のの  ププ  ロロ  ジジ  ェェ  クク  トト  紹紹  介介  ２２  

瀬瀬戸戸内内海海ののススナナメメリリににはは３３００以以上上のの地地方方名名ががあありりまますす  

牛窓のスナメリを見守る会 代表 

小小野野塚塚  昌昌博博  

１１．．  瀬瀬戸戸内内海海ののススナナメメリリ 

スナメリは、ペルシャ湾から日本にかけてのインド洋、西太平洋の沿岸域に分布が確認されているクジラ

の仲間です。日本では、仙台湾から東京湾、伊勢湾と三河湾、瀬戸内海から響灘、大村湾、有明海から橘

湾の５つの海域に分布が確認されています。強沿岸性の生き物で水深５０ｍ以上の海域には生息してい

ないことがこれまでの研究でわかっています。また、形態や遺伝子の研究から、それぞれの分布域間にお

いて、スナメリの往来はほぼないと考えられています。瀬戸内海のスナメリは、瀬戸内海で生まれ育ち、そ

して死んでいきます。他の海域に行ってしまうことはなく、反対に他の海域からやってくるスナメリもいませ

ん。つまり、瀬戸内海のスナメリは、その数を減らしてしまってもよそから入ってきて数が保たれるということ

はないということです。他の生息域についてもこれとまったく同じことが言えます。 

２２．．  牛牛窓窓ののススナナメメリリをを見見守守るる会会 

私が代表を務める「牛窓のスナメリを見守る会」（以下、見守る会）は、岡山県の東部、瀬戸内海に面した

瀬戸内市牛窓町でカヤックのガイドツアーを営む私と、水族館で学芸員をされているスナメリの研究者が、

とある環境保護イベントで知り合ったことをきっかけに発足しました。２００８年の発足当初より『スナメリは瀬

戸内海の宝もの』をキャッチフレーズに牛窓町周辺の海域で、次の三つを大きなテーマとして活動してい

ます。 

① スナメリの存在を沿岸住民に知ってもらうための啓発活動

② 主に目視観察による生息状況の調査活動

③ 学生や研究機関の調査における現地サポート活動

３３．．  ススナナメメリリのの地地方方名名（（呼呼びび名名））をを調調べべるる  

３．１ 地方名に興味を持ったきっかけ 

見守る会が拠点としている牛窓では、スナメリは「ナメソ」もしくは「ドゲンソ」という地方名で呼ばれていま

す。「スナメリ」というのは標準的な和名ですが、地元の年配の方々と話をするとスナメリでは通じないことも

あります。 

「それぞれの地域に固有の呼び名があるのは、その生き物が古くから人のそばにいた証し」 

これは、見守る会の発足時に長崎大学水産・環境科学総合研究科教授天野雅男先生（当時は帝京科

学大学准教授）からお寄せいただいた一文にあった言葉です。私は、この言葉の書かれた１行を目にした

時、地方名（地域固有の呼び名）の存在は、スナメリが身近な生き物であることを人々に伝える手段として

活用できるのではないかと考えました。その時すぐには、具体的な活用法が思い浮かばなかったのです

が、活動を続ける中でアイディアをひねり出しブラッシュアップさせ、徐々に活用法を組み立てていきまし

た。運良く機会を得ることができた２０１２年に、「瀬戸内海におけるスナメリの地方名分布図の制作と配布」

と題して調査プロジェクトを実施しました。
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３．２ 具体的なプロジェクトの内容について 

プロジェクトは、1）現地ヒアリング調査、2）分布図制作、3）分布図（ポスター）配布、の順で行いました。

見守る会の学生メンバーを主軸に実行委員を構成し、調査、集計を実施。分布図（ポスター）の制作につ

いては、視覚的なわかりやすさを考慮して外部のデザイナーに依頼しました。 

1） 現地ヒアリング調査 

調査範囲は、瀬戸内海環境保全特別措置法に定められる海域から、紀伊水道と豊後水道の一部（事前

調査でスナメリの生息が希薄とされた海域）を除いた海域に面する地域です。 

効率的な調査を実施するために、事前に各地漁協などへ E メールを利用したアンケートを実施。加えて、

ヒアリングのシミュレーションも行い１件あたりにかける時間を算出。これらを総合してヒアリング訪問ポイント

を絞り込み、最終的に１３２カ所を選定しました。 

現地調査は、２０１２年９月から１２月に行い、延べ１１日をかけて実施しています。 

調査で訪れたポイントの多くは、過疎、高齢化の進む漁村であったため、人に遭遇すること自体が難し

いところなどもあり、調査員４名で歩き回ることで、ようやく１件のヒアリングが成立するような場所が非常に

多くありました。また、港としての施設はあるものの既にその役割を終えてしまったようなところも複数存在し

たため、当初の予想よりは厳しい状況でしたが、訪問ポイントの総数は１３１となり、そのうち、１件以上の有

効なデータを収集できたポイントが１１８、有効なヒアリング件数（呼称について回答の得られたもの） の総

数は３３３となりました。 

2） 分布図制作 

結果をまとめ、分布図（マップ）に落とし込み、ポスターを制作しました。（A３版５００部・B４版４００部） 

制作したポスター（ルビ無し版）は、次ページに挿入します。調査の集計結果につきましても、このポスタ

ーをご参照ください。 

3） 分布図（ポスター）配布 

発送配布先については、調査海域沿岸の小学校を中心に選定しました。現地調査中に調査員がポスタ

ー掲示に有用と判断した施設、機関や、アンケート回答者でポスターの送付を希望した個人、団体も対象

として発送しました。発送の総数は４２３通となりました。（現在の総配布数は４89） 

４４．．  ススナナメメリリのの地地方方名名分分布布かかららみみええててくくるるこことと  

この調査で確認できた地方名の数は、３２となり（その後の調査により判明したものも含めると３５）、当初

予想（１５程度）の倍以上となりました。 

調査では、お答えいただいた方の年齢や職業についてもお聞きしています。職業別の集計を見てみる

と、地方名回答者については、圧倒的に漁業関係者が多く、このことから、地方名発生の元は、他の水産

物の呼称に見られるように漁師言葉である可能性が高いと推測しています。 

漁の対象としての記録のないスナメリですが、漁網を損傷させる、魚を散らすなどの理由から、漁師には

嫌われ者とされることも多く、そういった意味から各地でそれぞれに呼び名が与えられていったのかもしれ

ません。そして、スナメリは他の水産物のように市場に揚がることがなかったため、漁師の付けた呼び名が

一般の人に浸透することがなかったのではないかと考えています。 

驚いたのは、わずか数百メートルほどしか離れていない島の間で、呼び名が違っている事例があったこ

とです。簡素な移動手段しか持たなかった遠い昔、瀬戸内海は海そのものと無数にある島々、早くて複雑

な潮流などによりコミュニティーが細かく分断されていて、スナメリの呼び名にも影響を与えたのかもしれま

せん。高速かつ大量移動が可能な現在との「距離感」の違いが感じられるとともに、海を中心に形成されて

いった瀬戸内海文化の足跡が残されているような気がしています。 
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５５．．  調調査査結結果果のの活活用用ににつついいてて  

この調査で取得できた地方名の情報を活用することで、スナメリを通してより多くの人に瀬戸内海へ興味

を持ってもらえるよう、これからも様々な活動を行っていきたいと考えています。 

この調査では、瀬戸内海一円を巡り相当な数の漁村を訪れましたが、すべてをまわりきれたわけではあ

りません。瀬戸内海に無数に存在する島嶼部の多くは残されたままです。見守る会では、現在もオンライ

ンで投稿いただく形を中心に継続して情報を収集しています。情報をお持ちの方は、ぜひご一報ください。 
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